












































①CA の誕生した背景、②CA が批判の対象としたアプローチ、③CA の特徴という 3つの面






































第 6 章では、アンケート調査と授業観察の結果から、中国の日本語教育における CA の現
状をさらに明らかにするとともに、CA の授業における活用状況の差異の原因を分析し、
中国における適応可能性について論じた。最後に、理論と実践を合わせて CA の総合的考
察を行った。その結果、CA は特定の学習者、特定の学習ニーズを持っていることを前提
として、実用的コミュニケーション能力を高めることに有効であるが、一般の言語教育に
組み込む際の適用性はそれほど高くないことが明らかとなった。そして、そこから考えら
れる学習者の深い学習や行為を伴う能力学習を育成するために、新しいコミュニカティ
ブ・メソッドを提案した。第 7章では論文全体のまとめを行う。さらに、今後の研究課題
を挙げ、研究の展望について述べる。	
